２０１７年　　月　　日
国会議員　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
さらなる負担増と保険はずしの介護保険法「改正」法案の衆議院厚生労働委員会での採決強行に抗議します。
すみやかに、衆議院厚生労働委員会に差し戻し、徹底した審議と廃案を求めます
政府は、３月２８日の衆議院本会議で「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律案」を提案、実質３日間と参考人質疑の審議のみ（合わせて２０時間）で、４月１２日に突然採決が提案され、１４日までの審議が決定されていいたのにもかかわらず、採決が強行されました。
今回の制度の見直しは、現役並み所得者の利用料3割化などの新たな負担増、長期療養を担う療
養病床の削減・廃止（介護医療院の導入）、生活援助（訪問介護）のヘルパーの配置基準の緩和・介護報酬の引き下げなど、論点が異なり、内容も多岐にわたる３１本の法「改正」を束ねた一括法案として提案されたものです。
高齢化がいっそう進展していく中、お金の心配をすることなく、行き届いた介護が保障される制度への転換こそが、すべての高齢者・国民の願いです。
審議はまさにこれからという時の採決強行に抗議し、衆議院厚生労働委員会に差し戻しての徹底した審議と、そのうえで廃案にすることを求めるものです。
　
【要請事項】
１、衆議院厚生労働委員会で採決された「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法
等の一部を改正する法律案」について、委員会に差し戻し、徹底した審議のうえで廃案に
することを求めます。
　【わたしの一言】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
